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1. はじめに

筆者らは，これまで，教えあいに基づく作文支援シ

ステム TEachOtherSの設計を行ってきた [4]。本稿で

は，TEachOtherSの実現方法と，作文実験による予備

的評価の結果を示す。

TEachOtherSは，学習者が自発的に作文技術を習得

できるよう支援するシステムである。適用対象として，

大学の作文教育（例：文章表現の授業）を想定する。

対象とする文章は，一定の書式と文章構造が規定され

る文章（例：レポート，小論文）とする。

既存の作文支援システムとしては，スペルチェッカ

がすでに実用的なシステムとして利用されている。ま

た，非母語話者に対する日本語作文支援に関する研究

が盛んであり，語や文法の誤り検出 [1]，文章構造の可

視化による作文教育支援 [2]，教師向けの添削支援シス

テム [3] などが提案されている。しかし，既存のシス

テムは，システム側がインタラクションの起点となっ

ている。したがって，学習者側は受動的役割となりが

ちであり，自発的な作文技術習得につながりにくい。

そこで，TEachOtherSでは，学習者に自発的な作文

技術の習得を促すために，学習者側から，システムや

他の学習者へ，作文に関する知識を教授するための二

つのインタラクション（「教えあい」）を導入する。

• 自分の作文の文章構造などを明示的にマークアッ
プ (システムに文章構造を説明) し，そのマーク

アップ情報に基づき，システム側から誤りなどの

指摘を行う方法

• 学習者同士が互いの作文を添削しあう手法
このように，TEachOtherSの特徴は，学習者とシス

テム，学習者同士が互いの知識を「教えあう」の構造

を持っていることである。これらの「教えあい」によ

り，学習者の自発的な作文技術習得を目指す。

以上のようなシステムを Webアプリケーションと

して実現する。学習者，教師は，Webブラウザを介し

て，TEachOtherSを利用する。TEachOtherSの機能は，

Wiki プラグインの形で部品化される。教師は，指導

内容にあわせて，プラグインを構成して，作文用サイ

トを構築する。

TEachOtherSを評価するために，被験者による作文

実験を実施する。この実験では，本稿で提案する上記

二つの教えあいが実際に機能し，作文にどのような影

響を与えるかを定量的に評価する。

2. 教えあいの構造

2.1 全体構造

TEachOtherSにおける「教えあい」の構造を図 1に

示す。この図に示したとおり，TEachOtherSは，複数

の学習者，教師，TEachOtherSが互いの知識を教えあ

うことにより，学習者が効果的に作文技術を習得でき

るよう，動作する。

図 1: 教えあいの構造

図 1のうち，本稿で焦点を当てるのは，学習者を中

心とした教えあい，つまり，学習者とシステムとの教

えあい，および，学習者同士の教えあいである。

なお，学習者を中心とした教えあい以外にも，教師

とシステムとの教えあいの構造がある。教師は，シス

テムを自らの指導内容に適合するようにシステムを設

定する。それに対して，システム側は作文や学習者の



添削結果を分析する機能を提供することにより，教師

が指導方法を改善するための支援を行う。教えあいの

構造の詳細については，[4] を参照されたい。

2.2 学習者を中心とした教えあい

学習者とシステムとの教えあいは，まず，学習者が

次の二つの情報を自分の作文に対してマークアップす

る。これにより，学習者自身の知識が整理・詳細化さ

れ，自発的な学習が行われることが期待される [6]。

• 章節タイトル，著者名，引用，出典など，文章構
造中の役割に関する情報

• 「必須記述項目」に対応する部分（作文中に必ず
記述しなればならない事柄を教師が事前に指定）

マークアップの種類については，授業での教育内容

に基づいて，教師が適宜設定する。例えば，本稿の実

験では，教育目標の「章立ての習得」と作文テーマに

基づいて，マークアップ内容を決定した。詳細につい

ては，4節で説明する。

次に，TEachOtherSがマークアップされた情報を用

いて，作文のチェックを行う。チェック内容について

も，教育内容にあわせて，教師が設定する。

学習者同士の教えあいは，学習者同士で互いに添削

を行うことである。添削を行うには，添削を行うだけ

の知識が必要であり，添削を行う前に，作文技術に関

する自発的な学習が必要となる。また，他人の作文を

読むことにより，自分がの作文に応用することも予想

される。非母語話者に対する作文教育でも，学習者同

士で推敲しあう，ピア・レスポンスと呼ばれる手法が

導入され，成果を挙げている [5]。本手法は，大学に

おける作文教育にピア・レスポンスの手法を応用する

ものである。

3. システムの実現

3.1 システム構成

TEachOtherSのシステム構成は，図 2のようになっ

ている。TEachOtherSは，Webサーバ上のWiki とし

て提供され，個々の機能は，Wiki のプラグインとして

実現される 1)。Wiki を利用しているのは，Webコン

テンツを作成するのが容易であり，教師が授業で導入

しやすくするためである。また，プラグインとして実

装することにより，機能の拡張と利用が容易になる。

編集関連プラグイン： WYSIWYG エディタとして

機能する 2)。エディタとしての基本的な機能の他，文

章構造マークアップ，作文の保存（排他処理を含む）

ができる。作文結果は，XHTML として，Wiki コンテ

1) Pukiwiki (http://pukiwiki.sourceforge.jp/)を利用している。
2) TinyMCE(http://tinymce.moxiecode.com/)を拡張している。

図 2: システム構成

ンツの中に埋め込まれる。

作文チェックプラグイン： 「文章構造」「必須記述項

目」のマークアップに基づき，作文をチェックする。

チェックは，作文を保存する際に，自動的に行われる。

添削関連プラグイン： 添削時には，まず，作文の該

当箇所にハイパーリンクを作成する。添削の内容は，

リンク先のWiki のページに記入する。

作文分析支援プラグイン： 作文中の文字数，文数，段

落数，添削数などの統計や作文の検索など，主として

教師が学習者の作文を分析するための役割を果たす。

3.2 学習者とシステム間の教えあい

3.2.1 概要

学習者とシステムの教えあいは，学習者が文章構造

と必須記述項目に対するマークアップを作文に対して

行い，システムがマークアップ情報を利用して，作文

をチェックする。

マークアップされた情報は，編集関連プラグインに

より，XHTML タグとして作文データ中に埋め込まれ

る。TEachOtherSによるチェックは，作文チェックプラ

グインで実行する。チェック結果は，各学習者のチェッ

ク結果用のWiki ページに記録される。

マークアップの種類，および，チェック内容は，教

育目標に応じて設定する。作文チェックプラグインは，

PHP言語で手続的に記述するため，チェック条件の記

述能力は PHP言語に依存する。次の 2節では，「文章構

造」「必須記述項目」のマークアップを利用したチェッ

クについて説明する。

3.2.2 文章構造のマークアップ

本稿の作文実験では，「章立て」の習得を教育目標と

しているので，作文・章・節タイトル，著者名，引用，

出典など，文章構造中の役割に関する情報を作文に付

与する。さらに，付与された情報と次の規則を用いて，



作文のチェックを行う。

• 作文は，一つのタイトル，1名以上の著者を含む。

• 作文は，三つ以上の章を含む。
• 一つの章節は，内部に二つ以上の下位節を含む，
もしくは，一つも下位節を含まない。章節のタイ

トルは，章節番号を持つ。

• 段落は，600文字以下にする。段落は，一つ以上

の文を含む。1文は，100文字以下にする。

図 3は，作文編集中の動作例である。この例では，

作文タイトル，著者名，章タイトルに対して，個々の

マークアップが行われており，マークアップごとに表

示スタイルが設定される。

3.2.3 必須記述項目に対するマークアップ

作文中で必須記述項目に該当する部分をマークアッ

プする。マークアップされていない必須記述項目は，

記述するよう促す。4章の実験で用いた必須記述項目

は次の六つである。これらは，本稿の実験での作文の

テーマ「旅行計画」に適合するように設定した。マー

クアップ例を図 3に示す（節タイトル「2.日程」がマー

クアップされている）。

• 旅行の目的，日程，予算，見どころ
• 作文内容を紹介する章，全体をまとめる章

図 3: 作文例

3.3 添削に基づく教えあい

TEachOtherSは，添削プラグインにより，学習者同

士の添削を支援する。まず，学習者は，添削箇所にマー

クアップを行う。この際，添削の意図を明確にするこ

とと，教師の添削分析の便を考慮し，添削種別の情報

を付与する。4節の実験では，「誤字」「説明不足」「冗

長」「文法誤り」「口語表現」「その他」のカテゴリを

用意した。

マークアップすると，ハイパーリンクが自動的に作

成され，Wiki の機能により，リンク先の添削用ペー

ジが生成される。添削内容は，添削用ページに記入す

る。添削用ページは，BBSとして機能し，作文の作者

と添削者が議論できる。最終的に，作者が添削内容に

同意すれば，作文を修正し，同意できない内容であれ

ば，その理由を明記する。図 4は，「三年生を迎えよう

とし」という表現に対する添削である。この作文の作

者はこの添削を受け入れ，図 3のように，「三年生とな

ることに」と変更している。

図 4: 添削例

4. 実験

本節では，本稿で提案した二つの教えあいの有効性

を評価するために，作文実験を行う。

4.1 方法

実験の被験者と作文テーマは，次のとおりである。

本実験では，教育上の目標を，文章の章立てに関する

技術習得とした。

• 被験者：大学 2年生（教育学部）9名

• 作文テーマ：旅行計画
実験手順は，次のとおりである。TEachOtherSは，

インターネット上の Webサーバに設置し，各被験者

は好みの時間と場所で実験を行った。ただし，各段階

の実施期間を定め，すべての被験者が同じ期間に同じ

段階の実験を行うようにした。

(1) テーマに基づき，個々の被験者が作文を行う

(2) 個々の被験者は，それぞれ 3名の被験者の作文を

添削する（各被験者は他の 3名の被験者の添削を

受ける）

(3) 添削に基づき，自分の作文を修正する。

4.2 実験結果

表 1に作文とマークアップの結果を示す。最左列か

ら，被験者 ID，作文に含まれる文数，文字数，マーク

アップした文章構造数，文章構造情報により検出され

たエラー数（誤り 1），必須記述項目数，必須記述項

目情報により検出したエラー数（誤り 2）である。作

成された作文は平均 1330文字，文数は 52文だった。

表 2に添削結果を示す。最左列から被験者 ID，続く

6列が添削カテゴリ別（3.3節を参照）の添削数であ

る。「修正」は「添削結果に基づいた修正数／添削さ

れた数」である。「採用」は「添削した相手が実際に

修正した数／当該の被験者が行った添削数」である。



表 1: 作文，および，マークアップ結果

被験者 文 文字 構造 誤り 1 必須 誤り 2

s1 69 2055 15 0 18 0

s2 62 1428 7 0 9 0

s3 63 1607 13 0 6 0

s4 37 1076 10 0 6 0

s5 25 966 5 1 5 1

s6 27 546 8 0 6 0

s7 70 2138 12 0 6 0

s8 24 641 6 0 7 0

s9 94 1520 14 12 6 0

平均 52 1330 10 1.4 7.7 0.11

表 2: 添削結果
被験者 誤 説 冗 文 口 他 修正 採用

s1 0 2 2 3 3 6 13/16 12/15

s2 2 1 1 1 1 1 7/7 6/7

s3 1 3 1 1 1 4 11/11 23/26

s4 0 0 3 3 0 0 6/6 19/20

s5 2 2 0 4 0 5 13/13 11/11

s6 0 2 1 0 0 3 4/6 3/3

s7 0 0 1 0 0 0 1/1 25/25

s8 0 1 0 2 2 2 7/7 5/6

s9 0 1 1 3 3 3 10/11 17/18

計 5 12 10 17 10 24 72/78 121/131

5. 評価

5.1 学習者とシステム間の教えあいの評価

まず，文章構造のマークアップが本作文実験の教育

目標である「章立て」に与える影響を見てみる。表 1

の「構造」を見ると，マークアップは平均 10箇所，文

章構造情報に基づいて検出されたエラー数は平均 1.4

箇所（「誤り 1」欄）である。したがって，3.2.2節で

規定した範囲内では，正しく章立てがなされるよう

TEachOtherSが機能したと考えられる。なお，エラー

の原因の大部分は，章節番号を付与していないことに

よるものだった。

一方，必須記述項目に対するマークアップの効果を

見てみる。表 1の「必須」欄を見ると，被験者 s5の

1箇所を除いて，必須記述項目が作文中で言及されて

いた。したがって，記述の有無という観点からは，必

須記述項目に対するマークアップが効果的に機能した

ことが確かめられた。

なお，今回の評価では，マークアップに対する，量

的な評価しか行っていない。今後，章立て，必須記述

項目の記述内容に関して，質的な評価を実施する予定

である。

5.2 添削に基づく教えあいの評価

まず，他の被験者の添削がどの程度，作文を改善でき

るか調査する。表 2の「修正」欄を見ると，92%(72/78)

の添削が作文の修正につながっていることがわかる。

修正につながらなかった場合の最大の原因は，添削者

の説明不足のため，添削内容が十分相手に伝わらな

かったことによるものであった。

次に，添削能力の個人差を見るために，被験者別の

採用率を見てみる。表 2の「採用」欄で，被験者ごとの

採用率を見ると，平均 92%，最小 80%，最大 100%で

ある。したがって，今回の実験に関しては，個人差は

あるが，最小でも 80%の採用率であることがわかった。

6. おわりに

本稿では，作文支援システム TEachOtherSの実現方

法と，被験者を用いた作文実験の結果・評価を示した。

評価の結果，本稿で提案した二つの教えあいが有効に

機能し，作文の質の向上に寄与することが確かめられ

た。今後は，作文教育の授業での運用方法の検討，お

よび，作成された作文の質的評価を行う予定である。
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